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天丈同好會観測部月報

　　　　　　　　　　　　黄道光課

　　　　　　　　　　　　　　課長荒木

　去る7月20－21　Hの爾日近江石山で顧問や

課員の主な人々を招きL黄道光坤軸「を開き

ました・覚する者十名・甚だ實のある催ほ

しでした．挙素の襯測鰹瞼から種々の協議

や打ち合ぜをなし，殊に來八月初から翌19

　　よ　り

　健児
33年7月末まで世界的に行はれる　Polar

Yearのためのプログラムを熱心に相談し

ました・詳細は本誌第254頁及びL蓬信■を

御宮下’さい・

　　　　　　　　　　観測部流星課報告　（55）

　　　　　　　　　　　課長　小損孝二鄭　（K・Komaki）

本年一月十二月の襯測は比較的少藪であったが，例年の四分儀流星群は五六名の方々

によってよく観測され，叉二刀初旬の牧夫座流星群の出現がめづらしくも八幡君によっ

て確かめられた．

　　　　　　　　　　X　　　　　　　　＞く

　流星の観測には，其の性質上，常に絶え

ざる天空の監観と）・ふ事が必要な事ではあ

るが，他面困難な；事であり，」又著しい効果

を見出すには長年月の努力を要ずる事であ

る。故にこれは観測者の増加と観測髄系の

統一一N・とが相倹って行はれなければならぬも

ので，一個人の仕事として行ひ得るもので

はあり得・ない．

　これに反して，一個の流星群に關する計

書的な親測は興味の深いものであり，且濁

力にて相當な効果を塞げ易いものと思ふ・

二月當初に於て上記の如く八幡君が，牧夫

　　X　　　　　　　　X

座流星群の蓮練的観測を途げられ，立派な

成績を得られた事は，この意味に於て，大

いに推漿すべきものと思ふ・叉毎月佐野君

等が鏡V・規力で，流星群の連績襯測を行は

れてるらるX事も，流星群の眞實性を確保

する上に重要な意義を有するものである．

　札幌市の下保君が，夜年前に四分儀の流

星群を観測されてるるが，これはあまり類

例のない事である．輻射黙が地誌線上にあ

るかぎり，槻測の可能性はあり得るもので

あるから北海道乃至樺太の娘き高緯：度地方

の襯測者には注意すべきものと考へられる
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観測者及び観測数　（Summaries　of　Observations）

襯廻者
Observer

阪元鐵馬

下保　茂

三日廣人

稻垣武五
小棋孝二郎

山田　長

橋本　二
宮弾三次郎

八幡修一

長谷秋男

佐野英圭
窪田繁夫

例年

Abbr．

翫
恥
聰
1
9
除
算
賑
門
門
㎏
習
弊

観測地
（Locality）

編岡引箱崎

札　幌　市

廣　島市
東京　市
和歌山縣金屋

山口縣小郡

兵庫縣相生町

花山天文i嚢

長野縣雫野

山口唱徳山

京都府中筋

京都府編知山

籔
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回
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1

　　　　　　　，月　Januarア

時間藪　流星数
Duration　Meteors

　　…1・・

　　108　　　　5

　　80　　　　21

　　90　　　　22
　　　　　　　1　　2101　　58i　　　　　　　　　　ミ

　　　l　　l
　　　i　［

　　　1　　　　1
　　301　521

　　680　　　1921
　　　　　　　1
　　2501　　88

二
，月 Februarア

回数 時間数 流星籔
Nights Durations Meteors

@　一
1 30 1

2 136 4

6 7

1 60 7

3 300 56

9 540 玉66

観測の概略　（Dailアsummary　of　observations）
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［備考　ユ．括弧内の藪字は四分儀流星群に驕する流星藪である．

　　2．Ngの観測はすべて微光流星，　Ku　Snの襯測中には多数の微光流星を含む・
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　　流星群の出現歌況　（Notes　on　ApParitions　of　Meteor　Swarms）、

1・四分儀流星群（Quad・antid）

　本年の四分儀流星群は阪元，下保，樋口，

稻垣，窪田，佐野の諸氏及び筆者に依って

潮測された．出現の程度は例年に比較して

稽々劣ってみたらしく，旧著なる極大には

遭遇しなかった様である．淋田清氏の研究

された極大たる黄纒282・4。（三田氏著流星

　　III。　牧夫座流星智羊　　（L一］Bo6tid）

　上記の如く長野縣の八幡氏の行はれた軍

濁襯測である・充分とは云ひ得ぬが，三夜

に亘って其の存在を確認せられ，立滋な輻

と阻石62－64頁参照）に相當する時刻は

四日午前八時頃であるが，これに最も近い

樋口氏の観測にても一時間弔均十個を見て

みるに過ぎない．昨年八幡氏が四月中に多

藪のものを見られたのに比してやN淋しい

氣がする．輻射鮎は敷個得られてみる．

射黙も獲得せられてるる．観測の概略を下

に揚げる．

日
D
a
t
c

襯測開始且igins 同終了Ends 時間数Duration 流星Meteors 牧夫群Bo6tidS

F
一時間雫均H・Urly　m・ 同左修正Corr．　H。　M．

2
　
　
遂
　
　
5

2h　40m

Q　　0

P　　30

4h　40m

R　　0

R　　30

120

U0

P20

16

P6

Q制
1
3
6

0．8

O．9

P．0

0．5

R．0

R．0

0．6

R．3

R．0

　　　M・其他の流星群（Other　Swarms）

　筆者は四：分儀流星群の出現し左4日及5日

に於て，大熊座附近に一流星群の活動せる

を観測した．一時間の準均籔は，4日に於て

は5個であった．

　阪元氏は一刀5日町明キリン座に一流星

群を見ら才してみる．

　八幡氏は二月5日牧夫p座附近に一流星

群を見られ，宮井氏は15日早曉に蛇座に一

流星群を見られてるる・

佐野氏の襯測された流星群申著しいものは，

アンドロメダλ流星群（λ一Andromedid）一月5日，6日

兎座疏星群

一角獣流星群

獅子蟹流星群

大犬θ流星群

獅子0流星群

（ct－Lepusid）　一一

（Monocerid）二月1日，4H，7日

（Leo－Cancrid）　二月7日，　IO日，　i1日

（e－Canis　Majorid）　二月10日，　11β

（e－Leonid）　二二月26日，　27日，　28日，　29日

上記の中，一角獣流星群の輻射瓢はレギXラーな東方移動をしてみる事が襯測された・
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観測より誘導したる輻射貼　（Radi，ant　points　d6rived　from　observations）

番號 日　　　時 輻射紬Rad．　pt・） 襯過者

nbserver，

備　　　考

@Remarks肱恥・圃工鋤． E・ん №P
流星藪
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231　1　十5L　5

235　1　十55

205　1　十　58

230　1　十51

230　1　十　50

2371十57
231　1　十54，

］15　1　十59．5

2181十30
211　1　十　51

226　1　＋　7．5
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π
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9
剤
－
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剤
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ク
㎞
・
9
恥
魚
心
鞠
〃
My

3　1　（2uacdrantid

3　　　ク　　，　30n　5d

3　lC－Ursid，　40n　sd

3　［Quadrantid

2　1　　　，
　　　　　　，
2　　　　　ク

3　　　　　ク

3　1Camelopardalid

3　lp－Bo6tid

3　1　t－Bt）6tid

2　］Serpenid

ee

��ｬ星を含む

彗　星　だ　よ　り

　　　　　　　　　　　花山天文塞　　申

　1952a　Grig9・9kjeilerup彗星　グリツ

グ，スクエレルプ彗星は各地の天丈塞でよ

く襯測されたが，甚だぼんやりした彗星で

あって，この様な彗星は眼三眠には明るく

ても，爲眞的に槻弓の揚合（殊に短時日露出

の際）は光度が甚だ淡く見積られる・近日

黒占通過は5月12・71日とクロンメリン老が計

算したが，推算軌道要素も多少悪いので槻
測と推算：とよく合はなv・．

　1952b　Houghton・Fnsor彗星5月末に
約12等でも早や長く槻測出來ない．ホート

ン及びエンソアー爾日共憂光星TApodis
観測の際に登見したものである．最初の間

はユニオン首丈塁，赤道を北に超してから

は北天の襯聖者によってよく追跡さPtて居
る．

　1952c　Carrasco　彗星　6月中頃に約13

等で漸次に淡くなって居る。中央の明る）・

割合にはつきりした彗星であるから襯測し
易）・・

　1952Ct　Kopff週期彗星　5，月25日にアル

　村　　　　要

ゼンチンのコルドバ天文塞のボ“ネBobone

氏が登見した・K：epinskiの推算とのO～c
は一405，＋1！6に過ぎな）・。筆者も5月24日

夜ふと思ひついて同彗星掃索の爲に11セン

チ及び8センチ，カメラで推算位置を撮影

して一度探したが餓りよくない原板であっ

たので其のま奥にしておいた．其の原板か

ら｛費鬼位置を頼りにやっと；其れ’らしい像を

見つけた．

　　　　　　時分秒
May　24・5654　16　11　39　－260　16！7　ク中　　村」

　　25．0788151118．8－261112ボN“ネ

　6刀9日に（登見通知到着前）30センチ屈折

鏡で眼硯的に探したが月明の爲に不成功に

終った・6月29日に花出で襯晒した際には

12・5等でこれより明るくならない．

　1952e　Newman彗星
6月23日着電・

6月20日4ff寺49・4分U．　T，

　Ct＝15日寺…37分　16秒目　＝・十一70　56，

　日々蓮動一2分8秒，十44分光度13・0等；

詳細不明
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ユ932年六月

木
邊
（
近
江
）

水
谷
（
東
京
）

大
橋
（
京
都
）

伊
達
（
大
阪
）

沓
掛
（
長
野
）

下
保
（
札
幌
）

山
田
（
小
郡
）

油
井
（
花
山
）

改
登
（
須
磨
）

三
澤
（
諏
訪
）

響
（
地
名
）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ユ
ー
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

11

O
0
1
4
1
6
1
7
1
7
5
6
5
3
3
6
4
3
3
7
1
1
1
1
1
1
雨
2
2
2
3
2
8
2
4
雨
曇
3
8
4
0
4
4
4
4
2
5
2
7
4
0
3
0

雨
0
曇
雨
曇
雨
曇
曇
2
7
2
5
2
4
曇
1
1
1
1
0
雨
曇
曇
1
6
E
曇
雨
曇
曇
雛
2
8
曇
2
6
曇
2
7

雷
雨
雨
1
7
2
3
曇
雨
4
2
4
0
3
7
2
7
曇
1
1
1
1
0
雨
1
2
1
2
1
8
曇
雨
曇
曇
1
5
　
曇
曇
2
6
曇
2
8

曇
0
雨
曇
1
9
曇
雨
4
9
4
8
3
9
4
3
3
6
1
2
1
1
0
曇
2
3
3
0
曇
曇
雨
曇
3
4
4
1
4
5
忙
曇
3
1
4
0
2
9

雨
曇
雨
雨
1
3
曇
曇
曇
2
5
2
3
1
4
1
2
曇
曇
O
雨
曇
曇
1
9
1
8
曇
曇
曇
雨
3
6
3
0
曇
2
5
曇
3
1

11

O
0
1
4
1
6
1
8
曇
1
4
3
7
3
8
2
9
2
3
U
n
1
1
1
1
2
4
2
3
1
9
1
7
2
1
2
2
2
4
3
1
3
5
3
1
2
5
2
7
3
7
3
9

11

J
雨
1
4
1
9
雨
曇
曇
3
2
3
1
2
9
曇
曇
1
1
雨
病
病
病
病
雨
雨
曇
曇
欠
欠
4
2
曇
3
8
4
1
雨

11

№
P
1
欠
欠
欠
欠
欠
欠
3
1
2
6
2
5
1
1
n
1
1
雨
曇
2
2
2
7
2
5
雨
曇
2
8
3
2
3
8
3
7
3
4
2
5
3
6
2
6

11

O
雨
曇
1
8
曇
曇
5
0
5
5
5
0
4
3
2
5
B
1
1
曇
曇
曇
2
2
2
9
雨
雨
曇
曇
3
9
曇
4
4
曇
3
3
2
0
3
4

11

O
雨
1
3
2
0
1
7
4
1
6
0
4
3
4
2
3
1
2
8
1
1
1
2
1
1
雨
2
2
2
3
3
0
2
6
雨
3
5
3
6
雨
4
6
5
4
3
6
3
1
3
9
3
0

『F均　　29　29　25　27　21　21　29　18　18　27

Htw　126　17　lg　lo　2g　12　ls　ls　1－3　2E

　　　　　太陽課より

　　　　　幹事代理（亀井）

　此月分の記錐を左の十氏から頂きまし

た，出來れば他の方の御報皆も共にと，お

待ちいたしましたが，〆切日までに頂けま

せんでしたのは残念に存じます・

　本年一月以後の月報を一轡しましただけ

で，五月から六月へと活動の盛んになつて

ゐるのがわか塑ますが，御報告を整理しな

がら此の次にはどんな戴字が現れるだらう

かなどと考へますと，なかなか興味深（，

御報告を頂く，月初めになるのが待たれます

やうなわけで御座ゐます．

　下記の方からは，御報告は確かに頂いて

ゐますが，残i念ながら・・…9…と云ふ次第で

御座ゐます．

　四月分水谷氏

　五月分　改登氏，水谷氏，山田氏，下保

　　　　氏，七高天文學會．

　別頁．黄道光會議■の決議によy，as　7月

、末から我が太陽課は黒黙相封撒のL旬報「

（毎月10日毎の至急報）を登行することにな

りました・花山天丈壷では，以前から，太

陽面の直接寓眞撮影と，カルシウム羊毛琉

の撮影と，カルシウム紅焔の撮影とをやつ

て居られますが，特別にL極年■のため新事

業として太陽面の大型爲眞を18赤道儀で撮

影することとなり，小生が此れに當ること

に定められました．


